
南里原の木林淳至先生 

原京子さんに頂いたウチワを持って。 
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第 70号  

6 月 13 日㈰に有志

の方々が草取り 30人

ほど集まってくださ

いました。 

 

[ここに出典を記載します。] 

ありがとうござい

ました。次回も多くの

方のご参加をお願い

します。 

血圧測定も喜ばれています。 
ぜひ、お気軽にご相談ください。 

 

小川の湯澤俊和さん 

絵は南里原出身の 

原京子さん（東京在住） 

【ピアノ伴奏】 【オカリナ演奏】 

【喬木村の民話の紙芝居】 

6月 26日に 21回目を開催しました。 

庭に咲いている花を持ち寄りスタッフ

みんなで飾り付け、素敵になった会場

で毎回リクエスト曲を中心に歌ってい

ます。 
 「家ではこんなにうたわんな～」「声を

出すっていいことだな～」等々の声が

聞かれます。曲に合わせての体操や紙
芝居の上演、そして今回はオカリナ演

奏の音色に心温まりました。 

みなさんのサ
ロンで保健師
さんが、健康に
ついて(認知症
や、夏場の熱中
症 etc)お話し
てくれます。 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先輩の会員の皆様、現在数少なくなり、なおか

つ高齢化してきている会員の皆様、地域のボラ

ンティアの皆様、役場、交流センターの皆様の応

援もあり頑張ってきた甲斐があり、県の「令和３

年度信州豊かな環境づくり県民会議」で表彰し

ていただきました。多くの皆様のお陰と感謝申し

上げます。 

くりん草が村の花に制定されて 25年。 

おかげ様でくりん草といえば、喬木村を代表する

花となりました。 
 

昨年に続き、今年もおまつりは中止にしましたが、綺麗に咲いた所だけでもと考え開

園しました。待ち焦がれていたかの様に村内外からの多くのカメラマンや見学者で連

日大賑わいでした。 
 一度に復旧するのは無理ですが、一日も早く復旧できるよう地域の皆様も短時間で

もお力をお貸しいただけるとありがたいです。        代表：森岡かず子 

その 2 ヶ月後、交流センターのお声

掛けで多くの若い男性の方々がボラン

ティアとして参加してくれ、埋まってしま

ったホースや木道などを掘り起こしてく

れました。本当に感謝、感謝でした。 
 

皆様もご存じのように、昨年の豪雨災

害で喬木村もいたるところ崩落し土砂が

流れ出し、くりん草園も例外ではありま

せんでした。その現状を目にした時は、

ただただ呆然‼ 道は寸断され園中に行

くことすらままなりませんでした。 
 

《土砂で埋まってしまった園内》 

《ホースや木道の掘り起こし作業》 

《５月初めから６月中旬まで花を楽しめます》 


